


①県立都留高等女学校（大月短期大学） 

都留高等女学校では、物資

投下用の小さな落下傘を製

造する学校工場として、女学

生たちが作業に従事してい

ました。 

校舎正面玄関東側に爆弾

が落ち、警戒警報発令に伴い

学校防護団員として早朝よ

り登校していた女学生、作業

に従事するために登校して

きた女学生、合わせて２０名が亡くなりました。他に教師２名、用務員夫婦も

亡くなっています。 

 

②遺髪塚（行願寺墓地内） 

都留高女で亡くなった女

学生たちの遺髪を納めた塚

が行願寺墓地内にあります。 

ちょうど都留高女を見下

ろす場所にあり、供養碑の横

には被災状況と亡くなった

女学生・教師・用務員の２４

名の氏名が刻まれている石

碑が建っています。 

 

③防空監視哨（むすび山山頂） 

大月市立中央病院裏のむす

び山山頂には、飛来する航空

機を監視し、その情報を警察

に報告する防空監視哨が置か

れていました。 

現在も跡地には、航空機の

爆音を聞き取るための直径５

ｍ、深さ１.５ｍほどの石垣積

みの竪穴（聴音壕）と、その

西には事務所の基礎を見るこ

とができます。大月には、この他に七保と笹子にも設置されていました。 

④浅利防空壕（県道５１２号線浅利入口） 

「栄月製菓」の前を浅利橋に下

りていく県道の南側の崖には、柱

状節理の下にできた横穴がいく

つもあり、防空壕として利用され

ていました。 

防空壕に落ちた爆弾で、勤労動

員先の興亜航空から避難してき

た９名の都留中生が亡くなりま

した。 

 

⑤興亜航空工場（大月駅北側） 

大月駅北側の広大な空き地に

は、「興亜航空」があり、海軍の

零式輸送機の翼を製造していま

した。また、日本の航空戦力の

見積もりを米軍に見誤らせるた

め、木製のおとり飛行機も造っ

ていました。 

都留中や都留高女の生徒たち

が学徒勤労動員で作業に従事さ

せられていました。 

 

⑥平和祈願の石（駒橋厄王山境内） 

強瀬川（桂川）に落ちた爆弾によって吹き飛ばされてきた大きな石が、厄王

山近くに落下しました。 

幸いにして地域の住

民には何の被害もなく、

これを厄王大権現の不

思議な力によるものと

感謝し、この石を「平和

祈願の石」と名づけて境

内に安置しました。 

碑文には、石の重さは

１.５トン、吹き上げられ

た高さは１００ｍあま

りとあります。 


